
款 項 目

4 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名

環境保全費 172

施策事業名 環境保全事務

事業目的
　騒音、振動、臭気、水質及び地下水などの環境項目について必要な調査を実施し、市民が快適に暮
らせる環境を守るための監視体制を充実する。

事業内容

●事業の全体計画
　・生活環境に影響する各種調査の実施による継続的な変化の確認及び各種公害に関する対応
　　と関係機関との調整
　・環境分野における市方針・計画に基づき、環境行政を推進

●主な事業内容
　・環境基本計画の適正な執行
  ・河川水質の定点観測
　・自動車騒音等の調査

●主な予算の内訳
　・環境基本計画改訂支援業務委託料　5,668千円【新規】
　・河川等水質分析調査業務委託料　　1,615千円
　・自動車騒音常時監視業務委託料　　1,064千円

事業の目標

・環境審議会における環境保全等に関する調査審議なども踏まえ、環境基本計画を推進する。
・河川水質等の定点観測等の結果から、環境変化に対する必要な対応を速やかに実施する。
・各種環境調査の結果から得られた情報を原因者及び関係機関と速やかに共有を図り、必要な
　対応を検討する。
・生活環境の保全をする。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

39%

 - - - - - - - 

環境保全事務 9,328 26 0 5,668 3,634

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 9,328 26 0 5,668 3,634 39%

 - - - - - - 



款 項 目

4 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 41,031 15,264 0 14,757 11,010 27%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

0%

 - - - - - - - 

環境保全基金積立金 127 0 0 127 0

35%

森林環境譲与税基金積立金 9,884 0 0 9,884 0 0%

自然環境保全 31,020 15,264 0 4,746 11,010

事業内容

●事業の全体計画
　・良好な自然環境の保全及び多様な動植物の生態系の維持を推進するため、各種調査や啓発
　　活動を実施するとともに、二酸化炭素排出抑制の推進を進め、地球温暖化対策を図る。

●主な事業内容
　・河川の生物相、里山の樹木相、希少種の調査
　・森林及び里地里山の保全、都市緑化の活動支援
　・外来種の防除・駆除
　・地球温暖化対策設備（二酸化炭素排出抑制設備、機器、車両）の導入支援
　・省エネ家電への買い換え促進

●主な予算の内訳
　・住宅用地球温暖化対策設備導入促進費補助金　　　  17,404千円
　・都市緑化推進事業補助金　　　　　　　　　　 　　  5,000千円
　・次世代自動車普及促進補助金　　　　　　　　 　　  1,850千円
　・森林保全活動補助金　　　　　　　　　　　　 　　  1,000千円
　・農村自然環境整備事業造成施設維持管理業務委託料　 　902千円
  ・犬山ふれあいの森整備業務委託料　　　　　　　 　　  732千円
  ・自然環境調査業務委託料　　　　　　　　　　　 　　  600千円

事業の目標

・犬山市の自然環境を保全するため、自然環境調査や中島池ビオトープ施設の維持管理を実施する。
・犬山市における二酸化炭素の排出を抑制するため、住宅用地球温暖化対策設備導入補助、次世代自
動車普及促進補助、省エネ家電買い換え促進補助を実施し、地球温暖化防止に寄与する設備等の導入
を促進する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

環境保全費 172

施策事業名 自然環境保全

事業目的

　身近な地域の豊かな自然を適切に保全し、多様な動植物の生態系の維持等に努め、犬山市の良好な
自然環境が貴重な地域資源としても活用されることにより、自然と調和した豊かなまちづくりを推進
する。
　また、市民による地球温暖化対策設備や機器、車両の導入や都市緑化の取組みを促進し、二酸化炭
素排出抑制を推進する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目
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Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名

環境保全費 172

施策事業名 犬山里山学センター管理

事業目的
　里山文化の研究、活用及び保存をするとともに、森林及び環境保全活動の拠点としての整備に努
め、学習及び交流の場に供する里山学センター等を適切に運営し維持管理する。

事業内容

●事業の全体計画
　・施設を適切に維持管理するとともに、自然環境に関する講座等を実施し、自然保護に関す
　　る市民意識の高揚と多様な活動団体等の交流の促進を図る。

●主な事業内容
　・里山学センター・環境ボランティアセンター等の維持管理
　・環境活動を行う人材の育成、自然環境の保全や体験など環境学習講座の開催
　・生物標本等の収集・整理・展示
　・市民や子どもたちへの情報発信及び環境意識の啓発
　・市民等による環境活動への支援
 
●主な予算の内訳
　・里山学センター管理業務委託料　　　　　6,666千円
　・里山学センター空調設備更新工事請負費　2,695千円

事業の目標
・施設を適切に維持管理するとともに、自然環境に関する講座等を実施し、自然保護に関する市民意
識の高揚と多様な活動団体等の交流の促進を図る。また、環境活動に携わる人材を育成する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

75%

 - - - - - - - 

犬山里山学センター管理 11,290 0 0 2,856 8,434

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 11,290 0 0 2,856 8,434 75%

 - - - - - - 



款 項 目

4 2 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名

環境保全費 172

施策事業名 東海自然歩道管理

事業目的
　愛知県から管理委託を受けた犬山市内の東海自然歩道について、自然と触れ合える場として、市民
等が安全に利用できるよう維持管理する。

事業内容

●事業の全体計画
　・愛知県から管理委託を受けた犬山市内の東海自然歩道を維持管理する。

●主な事業内容
　・歩道のパトロール
　・トイレ、休憩所などの清掃
　・簡易な修繕
　・管理状況等、愛知県への報告
　・東海自然歩道の普及・利用啓発

●主な予算の内訳
　・東海自然歩道パトロール業務委託料　1,831千円
　・清掃業務委託料　678千円

事業の目標
・東海自然歩道のパトロール等を定期的に行い、状況に応じて必要な修繕等を管理者である愛知県に
求めるなどし、良好な環境を維持する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

49%

 - - - - - - - 

東海自然歩道管理 3,498 1,778 0 0 1,720

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 3,498 1,778 0 0 1,720 49%

 - - - - - - 



款 項 目

4 3 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名

清掃総務費 178

施策事業名 廃棄物処理施設地元補償

事業目的
廃棄物処理施設設置時に地元と締結した協定事項を履行することにより、地元住民の生活環境の向上
に繋げる。

事業内容

●事業の全体計画
　○廃棄物処理施設設置時に地元と締結した協定事項を履行するための事業を実施

●主な事業内容
　○都市美化センター地元補償
　　地元補償金の支払い、善師野防災広場広場整備、塔野地ふれあい広場の維持管理
　○最終処分場地元補償
　　地元補償金の支払い、協定事項の履行確認
　〇今井切塞多目的広場管理
　　多目的広場の維持管理、近接河川水の水質検査
　○環境センター地元補償
　　地元補償金の支払い
　○清掃総務事務
　　産業廃棄物関連施設の設置に係る地元との紛争の予防・調整

●主な予算の内訳
　・善師野防災広場整備工事請負費　212,809千円
　・電線路移転補償金　　　　　　　 10,441千円

事業の目標 廃棄物処理施設建設時に交わした地元との約束事項の履行

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

23%

八曽最終処分場地元補償 500 0 0 0 500 100%

都市美化センター地元補償 231,191 44,950 132,500 0 53,741

98%

環境センター地元補償 2,000 0 0 0 2,000 100%

今井切塞多目的広場管理 2,802 0 0 55 2,747

100%

 - - - - - - - 

清掃総務事務 410 0 0 0 410

- 

合計 236,903 44,950 132,500 55 59,398 25%

 - - - - - - 



款 項 目

4 3 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 140,364 0 0 0 140,364 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

愛北広域事務組合 140,364 0 0 0 140,364

事業内容

●事業の全体計画
　○犬山市、江南市、岩倉市、大口町、扶桑町の３市２町で構成する一部事務組合において、事務を
　　広域で実施する。
　　・し尿処理施設の運営、維持管理
　　・火葬場の運営、維持管理

●主な事業内容
　○広域事業を遂行するために必要な経費を、負担金として３市２町で拠出する。
　　・し尿、浄化槽汚泥の処理
　　・人及び小動物の火葬、斎場の貸出し
　　・組合議会の開催（年３回）
　　・し尿処理施設（愛北クリーンセンター）、火葬場（尾張北部聖苑）設置の両地
　　　元の住民代表者等で構成する公害防止委員会の開催
　　・施設維持のための工事施行　等

●主な予算の内訳
　・愛北広域事務組合負担金　140,364千円

事業の目標
犬山市、江南市、岩倉市、大口町、扶桑町で構成する愛北広域事務組合において、し尿処理業務を行
う愛北クリーンセンター（岩倉市）と火葬業務を行う尾張北部聖苑（犬山市）の安定的な管理運営を
行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

清掃総務費 178

施策事業名 愛北広域事務組合

事業目的 愛北クリーンセンター及び尾張北部聖苑において、し尿処理業務及び火葬業務の遂行

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 491,009 0 7,100 157,364 326,545 67%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

68%

廃棄物処理（公共施設分） 1,704 0 0 0 1,704 100%

廃棄物処理 460,929 0 0 149,099 311,830

65%

公用車管理（ごみ処理費） 11,529 0 7,100 2,375 2,054 18%

塵芥処理事務 16,847 0 0 5,890 10,957

事業内容

●事業の全体計画
　○ごみ集積場の環境整備
　○ごみ減量及びリサイクルの啓発
　○不法投棄対策
　○家庭系可燃ごみ指定ごみ袋による収集
　○資源物・廃棄物の収集運搬・中間処理

●主な事業内容
　○収集容器始めごみ集積場関連用品等の整備
　○ICT活用やごみ収集カレンダーによる分別方法等の周知
　○不法投棄パトロールの実施、監視カメラの設置
　○指定ごみ袋、ボランティア袋、粗大ごみ処理券の作成
　○収集容器設置、ごみの収集・運搬、再生利用するための中間処理等

●主な予算の内訳
　・可燃ごみ収集委託料　　　　　　　　　　　154,480千円
　・資源物及び不燃ごみ等収集運搬業務委託料　128,381千円
　・プラスチック製容器包装処理委託料　　　　 36,485千円
　・家庭系可燃ごみ指定袋の印刷　　　　　　　 22,876千円
　・粗大ごみ収集委託料　　　　　　　　　　　 17,701千円

事業の目標

・市内から排出されるごみを適正に処理する。
・ごみ分別アプリ登録者（利用者）数の増加を図り、ごみの分別排出を徹底し、循環型社会の実現に
向けた再資源化を推進する。
・ごみ集積場環境整備補助制度の有効活用や再考も図りつつ、地域住民が主体となったごみ集積場の
環境美化を推進する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

ごみ処理費 178

施策事業名 資源物リサイクル・廃棄物処理事業

事業目的
循環型社会の構築に向け、ごみ分別の徹底によるごみの減量及び資源物のリサイクルを推進するとと
もに、廃棄物の収集運搬・処理を適正に実施する。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名

ごみ処理費 178

施策事業名 廃棄物処理施設管理

事業目的
市民等が排出するごみを廃棄物処理施設において安定的に処理を行うことにより、生活環境の保全を
図ることを目的とする。

事業内容

●事業の全体計画
　○都市美化センター　収集した可燃ごみ・不燃ごみ等を焼却処理・破砕処理する。
                      都市美化センター（焼却施設、破砕施設、その他）を解体する。
　○八曽最終処分場　　焼却処理・破砕処理後に排出する焼却灰と破砕残渣を埋立てし、
　　                  浸出水処理施設において浸出水の処理を実施
●主な事業内容
　○都市美化センター
　　・焼却施設・破砕施設の運転管理、公害防止委員会の開催
　　・新たなごみ処理施設が稼動するまで、適正な処理を安定的に継続していくために、
　　　ごみ焼却施設及び破砕施設の補修工事等による適切な維持管理
　　・解体基本計画等の作成
　○八曽最終処分場
　　・焼却灰及び破砕残渣を埋め立てた後、覆土整備を施工
　　・埋立て層を通過する浸出水を浸出水処理施設により適正に処理、公害防止委員会の開催

●主な予算の内訳
　・都市美化センター運転管理等委託料　　　　 　　376,794千円
　・焼却灰処理委託料　　　　　　　　　 　　　 　　62,330千円
　・都市美化センター施設維持補修工事請負費　　　　30,000千円
　・都市美化センター解体基本計画等策定業務委託料　29,254千円
　・飛灰処理委託料　　　　　　　　　　 　　　 　　26,949千円

事業の目標

〇都市美化センター
　・安全に運転管理するため、365日24時間有人の管理体制を実施する。
　・施設・設備の不具合による稼働停止を防止するため、計画的に維持補修工事を施工し、令和10
　　年度予定の広域ごみ処理施設稼働までの間、安定したごみ処理を継続する。
〇八曽最終処分場
　・施設・設備を適正に維持管理し、浸出水を排出基準値内に処理して放流する。
　・都市美化センターの稼働停止時期を見据えて、埋立処分を実施する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

98%

都市美化センター営繕 55,336 0 0 0 55,336 100%

都市美化センター管理 501,697 9,751 0 40 491,906

100%

 - - - - - - - 

最終処分場管理 15,714 0 0 0 15,714

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 572,747 9,751 0 40 562,956 98%

 - - - - - - 



款 項 目

4 3 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 506,325 0 0 379,581 126,744 25%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

24%

広域ごみ処理施設整備基金積立金 96,733 0 0 66,733 30,000 31%

尾張北部環境組合 409,592 0 0 312,848 96,744

事業内容

●事業の全体計画
　・２市２町で構成する一部事務組合の尾張北部環境組合において、老朽化した犬山市都市美化
　　センターと江南丹羽環境管理組合の環境美化センターに代わるごみ処理施設の建設に向け、
　　事業を進める。

●主な事業内容
　〇尾張北部環境組合の事業を遂行するために必要な経費を負担金として２市２町で拠出する。
　〇新ごみ処理施設建設時の負担を軽減するため、指定ごみ袋による収入から袋製作費等の経費を
　　除いた分に一般財源等を加算し、広域ごみ処理施設整備基金に積み立てる。

●主な予算の内訳
　・尾張北部環境組合負担金　　　　　 409,592千円
　・広域ごみ処理施設整備基金積立金　　96,733千円

事業の目標
江南市、大口町、扶桑町、犬山市で構成する尾張北部環境組合による新ごみ処理施設の建設を進め、
令和10年度に供用を開始する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

ごみ処理費 178

施策事業名 広域ごみ処理施設整備

事業目的
ダイオキシン類削減対策、マテリアルリサイクル及びサーマルリサイクルの推進、公共事業のコスト
縮減を踏まえ、県のごみ焼却処理広域化計画に基づき、２市２町(犬山市、江南市、扶桑町、大口町)
の広域で新ごみ処理施設の設置と管理を目指す。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名



款 項 目

4 3 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 37,279 4,656 0 12,638 19,985 54%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

50%

環境センター管理 2,371 0 0 0 2,371 100%

し尿処理 34,908 4,656 0 12,638 17,614

事業内容

事業の全体計画
  ・し尿処理等を円滑に行うため、し尿汲取り券の作成、し尿汲取り及び運搬を行う。
　・し尿汲取り便槽及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切換え推進

●主な事業内容
  ・し尿汲取り券の作成
　・各家庭等からのし尿汲取り及び愛北クリーンセンターへの運搬
　・し尿中継槽（環境センター）の維持管理
  ・し尿汲取り券取扱店を経由した手数料の徴収
　・し尿汲み取り便槽及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切換えに係る補助金の交付

●主な予算の内訳
　・し尿汲取委託料　　　　　　　　　　15,889千円
　・し尿運搬委託料　　　　　　　　　　 9,900千円
　・合併処理浄化槽設置整備事業補助金　 8,730千円

事業の目標

・安定的にし尿の収集・運搬及び処理を行う。
・し尿中継槽である環境センターにおいて、悪臭等が発生しないように適正に維持管理する。
・合併処理浄化槽設置整備事業補助金の周知を図り、し尿汲取り便槽及び単独処理浄化槽から合併
処理浄化槽への転換を推進する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

し尿処理費 178

施策事業名 し尿処理

事業目的
し尿処理を円滑に行うとともに、生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止することを目的とす
る。

令和８年度　予算説明書

予算 部局名 経済環境部

課　名 環境課
予算書(P)目名


